
〒811-3431
宗像市田熊 6 丁目 2-23
TEL:0940-51-3004

【My 仲人倶楽部】
親御さんの手でご縁探し！

ブライダル
サロンpine

・お相手情報の会です。
・お見合いを親御さんの手で組めます。
・登録料無料
※皆さんでお子さんのご縁を！

メンバーさん募集中

8 月 20 日（日）
9時45分より開場　10 時開始

宗像ユリックス 第 6 会議室

【募集説明会】

検 索ブライダルサロン pine詳細は

♥ご来社は完全予約制です。

参加費
無料

当日参加
OK

・場　所：宗像ユリックス
・日　時：8月 19日（土）
　　　　　10：00～15：00
・内　容：ガイナ効果諸実験
・特　典：T ポイント 300P贈呈
・受講料：無料

（5） 平成29年8月15日 No.346むなかたタウンプレス

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報報道担当☎0940（36）1055まで

史
の
な
か
で
も
特
に
悲
惨
な

出
来
事
で
す
。
宗
像
市
周
辺

で
も
、
下
関
か
ら
釜
山
に
向

か
っ
て
い
た
客
船
「
崑
崙
丸 

（
こ
ん
ろ
ん
ま
る
）」
が
沖
ノ
島

沖
で
ア
メ
リ
カ
軍
潜
水
艦
に
撃

沈
さ
れ
、
５
０
０
人
以
上
が
犠

牲
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

当
時
の
情
勢
を
直
接
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
戦
跡
は
、
戦
後
72

年
を
迎
え
る
い
ま
、
戦
争
経
験

者
の
減
少
と
と
も
に
、
社
会
的

に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
原
始
・
古
代
部
会
執
筆
者
　

池
田
拓
）

連
合
国
軍
の
日
本
本
土

へ
の
上
陸
が
差
し
迫
っ

た
１
９
４
５
（
昭
和

20
）
年
に
造
ら
れ
た
も

の
で
、
劣
勢
な
状
況
下

で
上
陸
軍
を
迎
え
撃
つ

こ
と
が
目
的
で
す
。
そ

し
て
、
当
時
の
資
材
不

足
が
砲
台
の
構
築
状
況

に
表
れ
て
い
ま
す
。

　
先
の
大
戦
で
は
、
日

本
人
だ
け
で
約
３
１
０

万
人
も
の
死
者
が
出
た
と
さ

れ
ま
す
。
多
く
の
人
命
が
簡

単
に
失
わ
れ
る
戦
争
は
、
歴

学びの里

第77回第77回第77回第77回
大
島
に
残
る
２
カ
所
の
砲
台
跡

　
　
勢
力
拡
大
と
本
土
決
戦
準
備

〜『
新
修
宗
像
市
史
』原
始
・
古
代
部
会
か
ら
〜

　

原
始
・
古
代
部
会
で
は
、
考
古
学
と
歴
史
学
（
古
代
史
）
を
も
と
に
、
主
に
古
い
時

代
を
対
象
と
し
て
記
述
し
て
い
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
記
事
は
昭
和
期
に
造
ら
れ

た
モ
ノ
が
テ
ー
マ
で
す
。「
は
て
？
」
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
考
古
学
は
対
象
と
す
る

時
代
を
限
定
し
ま
せ
ん
。
新
し
い
市
史
で
は
、
廃
絶
し
た
建
物
や
道
具
な
ど
、
近
代
の

遺
構
・
遺
物
も
調
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
か
ら
、
明
治
期
～
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期

ま
で
の
戦
跡
（
戦
争
遺
跡
）
の
一つ
で
あ
る
、
大
島
の
砲
台
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

郷
土
文
化
課　

☎（
62
）２
６
０
０

大
島
砲
台

　
大
島
砲
台
跡
は
、
正
面
に
沖

ノ
島
、左
に
長
崎
県
の
壱
岐
島
、

右
に
山
口
県
の
蓋
井
島
（
ふ
た

お
い
じ
ま
）
な
ど
、
玄
界
灘
と

響
灘
に
浮
か
ぶ
島
々
が
一
望
で

き
る
、
島
北
部
の
丘
陵
上
に

ど
っ
か
り
と
座
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
、
旧
日
本
陸
軍
が

下
関
要
塞
（
よ
う
さ
い
）
の
一

部
と
し
て
建
設
し
た
も
の
で

す
。

　
砲
台
跡
に
は
、
20
㌔
以
上

先
ま
で
弾
が
届
く
大
砲
が
据

え
ら
れ
て
い
た
４

基
の
砲
座
跡
の
ほ

か
、
観
測
所
跡
、

弾
薬
庫
跡
、
サ
ー

チ
ラ
イ
ト
の
格
納

庫
跡
や
発
電
所
跡

な
ど
、
昭
和
期
の

沿
岸
砲
台
が
備
え

た
施
設
が
丸
ご
と

残
っ
て
い
ま
す
。

国
内
の
軍
事
施
設

な
ど
は
戦
後
に
放

置
さ
れ
、
草
木
が

茂
っ
て
近
寄
れ
な
い
と
こ
ろ
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
大

島
砲
台
跡
は
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
る
の
で
、
誰
で
も
簡

単
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。上

陸
軍
を
迎
え
撃
つ

地
下
砲
台

　
最
近
、
板
木
（
い
た
ぎ
）
と

呼
ば
れ
る
島
の
西
岸
部
で
、
こ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
地
下
砲
台
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
こ
の
砲
台
跡

は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期

に
造
ら
れ
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る

本
土
決
戦
に
備
え
て
、
福
間
海

岸
（
福
津
市
～
新
宮
町
）
に
上

陸
し
よ
う
と
す
る
艦
船
を
、
横

か
ら
砲
撃
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
敵
の
攻
撃

を
防
ぐ
た
め
、
丘
陵
を
貫
い
た

ト
ン
ネ
ル
で
、
島
の
内
陸
側
か

ら
、
海
側
に
開
い
た
砲
座
部
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
大
砲
が

据
え
ら
れ
た
砲
座
部
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
補
強
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
セ
メ
ン
ト
を
節

約
す
る
た
め
、
島
の
海
岸
で
採

れ
る
石
が
多
く
混
ざ
り
、
強
度

は
明
ら
か
に
低
く
見
え
ま
す
。

日
本
の
情
勢
を
語
る

２
カ
所
の
砲
台
跡

　
大
島
に
残
る
２
カ
所
の
砲
台

跡
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
砲
台

建
設
と
い
う
行
い
が
、
日
本
の

当
時
の
情
勢
を
強
く
反
映
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
島
北
部
の
砲

台
跡
は
、
日
本
が
中
国
大
陸
に

積
極
的
に
進
出
し
て
い
た
１
９

３
６
（
昭
和
11
）
年
に
造
ら
れ
、

大
陸
と
日
本
本
土
を
結
ぶ
海
上

交
通
路
を
保
護
す
る
こ
と
が
目

的
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
同
じ

玄
界
灘
の
沖
ノ
島
に
も
同
様
の

砲
台
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、島
西
岸
の
地
下
砲
台
は
、

玄界灘に臨む砲台跡（破線の場所）からは、
今でも行き交う船舶が見られます

【
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
】

　
市
史
編
集
委
員
会
で

は
、
昔
か
ら
続
い
て
い
る

地
域
行
事
の
情
報
や
、
古

く
か
ら
伝
わ
る
記
録
（
古

文
書
）・
写
真
を
探
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
紹

介
し
た
よ
う
な
戦
争
遺
跡

の
情
報
も
収
集
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
史
編
さ
ん
事
務
局

☎
（
62
）
０
２
１
１

福津市沖（手前方向）を向いている
大島西岸の地下砲台跡　　

『イスタンブルで猫さがし』新藤悦子作、ポプラ社
　小学５年生の愛は、父親の赴任先のイスタンブルにやってきます。愛
がイスタンブルにやってきたのは、トルコの美しい猫、ワン猫に強いあ
こがれを感じていたためでした。迷路のようにいりくんだイスタンブル
の街を舞台に、愛は日本人学校で出会った仲間とともに、ワン猫をさが
す冒険にでます。

『ベラスケスの十字の謎』
　エリアセル・カンシーノ作、
　宇野和美訳、徳間書店
　17世紀のスペインを舞台に、宮廷画家ベラスケスの実在の名画『侍女
たち』の秘められた謎を少年ニコラスがといていく物語です。イタリア
からスペインの宮廷へ連れてこられたニコラスは、ベラスケスが描いて
いる絵の中に書き加えられることになります。

『ティムール国のゾウ使い』
　ジェラルディン・マコックラン作、こだまともこ訳、小学館
　14世紀の中央アジアを支配したティムール国の少年戦士ラスティと
ティムール軍の捕虜になってしまったゾウ使いの少年カヴィ。敵として
出会った２人ですが、一緒にゾウの世話をしていくうちに、仲良くなっ
ていきます。２人が、それぞれの境遇とたたかいながら、本当の幸せを
見つけていく物語です。

　図書館には、まだまだ面白い本がたくさんあります。この夏休みに図
書館をぜひ利用してください。

■問い合わせ先　図書課　☎（34）2263

　長い夏休みも終盤となりました。残りわずかな夏休みに、もう
一冊本を読んでみませんか。今回は、日本以外の異国を舞台にし
た小学生向けの本を紹介します。

異国の世界へ
と
し
ょ
か
ん
へ

　
　
　行
こ
う

と
し
ょ
か
ん
へ

　
　
　行
こ
う

宗像市民図書館

『
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
猫
さ
が
し
』

『
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
十
字
の
謎
』

『
テ
ィ
ム
ー
ル
国
の
ゾ
ウ
使
い
』


